
 ・物件種⽬　・最適⽤途　・坪単価　・⽤途地域　・特記事項（収益・事業⽤）

物件ＣＤダイレクト検索

1. 検索項⽬の追加

2.

3. プルダウンメニューの操作性向上

4.

3.

4. フリーワード検索の強化
 ・対象項⽬にバス停を追加

並び替え項⽬に坪単価と物件種⽬を追加。並び替えの優先順位を表⽰。

選択リストの作成

 ・詳細画⾯を複数表⽰。

iPad、Androidタブレットで画⾯表⽰が崩れる問題を修正しました。
検索機能のみ使⽤可能（Excel出⼒は対象外）です。

　・選択した物件のみを⼀覧表⽰。　検索条件ごとに別の選択リストを作成可能。

物件詳細画⾯の改修
　・⾃社⽤画⾯で成約価格、成約確認⽇を追加　・印刷ボタンを追加

 ・ＡＮＤ検索、ＯＲ検索、-(除外単語)を組み合わせた検索機能を追加

表⽰切替ボタンの新設（お客様⽤と⾃社⽤の画⾯切替）、お客様⽤画⾯に備考欄を追加。1.

2.

Ⅰ　検索機能の強化

Ⅱ　検索結果表示方法の強化

Ⅲ　タブレット対応
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　・特記事項
　（収益・事業⽤）

　・最適⽤途　
　・坪単価　
　・⽤途地域　

Ⅰ　検索機能の強化
①

　・物件種⽬
検索項⽬の追加

② 物件ＣＤのダイレクト検索

流通区分や最新公開⽇など他の条件は含めずに、ダイレクトに検索できるようになりました。
物件ＣＤについては、CDを⼊⼒後、Enterキーまたは⼊⼒欄横の　　　マークをクリックすることで、

③ プルダウンメニューの操作性向上
従来は、校区などの選択項⽬が多いプルダウンメニューは、⽬的の学校を探すのが⼤変でした。
新しいプルダウンメニューは、先頭の検索欄に、学校名の⼀部の⽂字を⼊⼒すると、その⽂字を含む学校
名だけを抽出して表⽰するので、探すのが簡単になりました。
　1）「⽩⼭⼩」を選択したい場合、⼩学校区のプルダウンメニューをクリックすると、検索ワード⼊⼒欄が
　　　表⽰されるので、「⽩」の⼀⽂字を⼊⼒すると、「⽩」の⽂字を含む学校名だけが⼀覧表⽰されます。
　2）「⽩⼭⼩」は上から４つ⽬に表⽰されたので、カーソルを下に動かしてEnterキーを押すか、マウスで
　　　クリックします。

①

② ④

③
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④ フリーワード検索の強化
 ・対象項⽬にバス停を追加しました。
 　　広い分譲地や開発団地の物件を探すときなどは、地名だけでなく最寄りのバス停でも絞り込むと
 　　⽬的の物件を⾒つけやすい場合があります。

 ・【OR検索】　指定した複数の単語の【いずれか⼀つ】を含むものを検索します。
 ・【AND検索】指定した複数の単語を【全て】含むものを検索します。

▼OR検索の例▼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　▼AND検索の例▼

・【除外単語】を組み合わせたフリーワード検索
 　　AND検索、OR検索の際、複数の単語と除外単語（直前に「－」（マイナス、ハイフン）を付加
　　した単語。）を組み合わせると、除外単語を含まない検索ができます。

▼OR検索と除外単語の組み合わせの例▼　　　　　▼AND検索と除外単語の組み合わせの例▼

物件名に「コア」「健軍」

いずれか⼀つを含む物件が

検索されます。

物件名に「コア」「健軍」

の両⽅を含む物件が

検索されます。

住所に「⽔前寺1」または「⽔前寺2」の

いずれか⼀つがを含まれ、かつ「上⽔前寺」は

含まない物件が検索されます。

物件名に「コア」と「健軍」の両⽅が含まれ、

かつ「神社」を含まない物件が検索されます。
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・検索結果⼀覧画⾯で、お客様⽤画⾯と⾃社⽤画⾯の切替ができるようになりました。

　ボタンを押すたびに、お客様⽤画⾯と⾃社⽤画⾯が切り替わります。

▼お客様⽤画⾯　　　※備考欄はお客様⽤画⾯だけに表⽰されます。

Ⅱ検索結果表⽰⽅法の強化
1. 表⽰切替（お客様⽤画⾯・⾃社⽤画⾯）ボタンの追加

2. 並び替え項⽬の追加と優先順位の表⽰

その後住所順で並び替えを⾏うと、下記のように優先順位が⼊れ替わります。

　初期値はお客様⽤画⾯となっています。備考欄が表⽰されるようになりました。

並び替えの優先順位が表⽰されるようになりました。
初期値は「最新公開⽇の新しい順＞登録⽇順＞住所順」です。

下記の項⽬で並び替えができるようになりました。
　・坪単価（⼟地・マンション）　・物件種⽬（建物）　

▼⾃社⽤画⾯　　　　※業者情報、情報源（掲載された広告名）は⾃社⽤画⾯のみに表⽰。

(株)中央広告社

(株)中央広告社
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　・選択した物件のみを⼀覧表⽰できるようになりました。

物件詳細画⾯の改修

②「印刷」ボタンを追加しました。

①物件詳細画⾯を同時に複数表⽰できるようになりました。検索結果⼀覧で物件をクリックすると、

3. 選択リストの作成

4.

元の検索結果⼀覧画⾯のタブに戻って、物件のチェックをし直せば選択リストを作り直すことができます。

　　2）選択した物件だけが⼀覧表になった「選択リスト」が、別のタブで開きます。

⼀覧のExcel出⼒、印刷などが⾏えます。
選択リスト上では、検索結果⼀覧画⾯と同様に、物件詳細画⾯を開いたり、表⽰切替え、並び替え、

　　検索結果⼀覧から、お客様に⾒せたい物件だけを選択して、画⾯上で確認することができます。

　　1）必要な物件の選択欄をチェックしてから「選択リストを作成」ボタンを押します。

　物件詳細画⾯が別のタブで開きます。タブタイトルには物件名が表⽰されます。

　従来通り、印刷は「Ctrl+P」、マウスの右ボタンクリックからも起動できます。

③⾃社⽤画⾯に成約価格、成約確認⽇が表⽰されるようになりました。
　※成約価格は、広告価格と異なる場合のみ、広告価格の横に（　）付きで表⽰されます。

①

②
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Ⅲ タブレット対応

また、上記と同じ環境であっても、必ずしも動作を保証するものではございません。
動作確認を⾏っております。その他の環境でご使⽤の場合は、画⾯表⽰が崩れる場合があります。
なお、タブレットについては、iPad(iOS9/Safari)、Android（Android4.1/GoogleChrome）で

なお、本システムは、インターネットブラウザとMicrosoft　Excelを搭載したWindowsパソコンでご利⽤

以　　上

iPad、Androidタブレットで画⾯表⽰が崩れる問題を修正しました。

タブレットでは検索機能のみが使⽤可能（Excel出⼒機能は対象外）です。
いただくことを推奨します。

①

②

③
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